おとなの童話集「六」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　禁複製

むかしこどもだった心やさしいあなたへ
　　白き狼（下）
　　　　　　　　かぐや姫幻想譜

　　　　　　　　　　　　　　　　　尾崎　寛
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参　之 巻

. 百姓よりまだ身分の低い一人の老人のなにげない嘘が、ついに国家の動きにまで影響を及ぼし始めた。
. 天武九年（六八十）は、冠位の贈呈と病気見舞が公式に行なわれたのみで、新国家の行政らしいことは何一つ行われなかった。というのも、肝心の首脳部が、何かと理由をつけて参内することが少かったからである。彼等の当面の問題は、令を制定することでも、税や徴兵の心配でもなかつた。天女のような美女をいかにして我がものとするか、その点のみに心を砕いていた。
. 中でも一番有利な立場にいるのは、子沢山の物部麻呂だった。他の四人の難題は、殆どこの国では入手不可能に思われるのに、「燕の子安貝」は、燕のいる所ならどこであれ、ともかく可能性はあった。それに、もう間もなく燕の渡ってくる頃だ。物部は早速命令を出した。
 「我が家人は、ことごとく燕を監視せよ、最初に巣を発見した者には沢山の褒賞が下される」
. 家来達は、何のことだか分らないが、とにかく一日中空を仰いでいなければならなくなった。うっかり俯いているところを物部に見られたら、死罪にもなりかねない勢いだった。物部は時々邸の内外を見まわり、一人残らず空を仰いでいるを見届けると、引っかき傷ほどの細い眼を益々細くして一人肯く。〈これで、かぐや姫は自分のものだ〉子安貝---それは、形が女性の陰部に似ているためか、古代よりの安産のお守り。〈お前の大好きな子安貝だ。命がけで追っかけるがいい〉と言う造麻呂のからかいには、気づかない。
. 阿部御主人は、内裏などで帰化人にそれとなく訊いて歩いた。
　「火鼠の皮衣というものをご存じでないでしょうか」
. 誰の返事も似たり寄ったりだった。話しには聞いたことがあるが、果してどこにあるものか……。ところが、中に一人詳しい男が居た。
--- ええ、知っていますとも。私の祖国の友人で王恵というものが、確か一枚持っていたはずです。
. その男は、数年前に新羅から朝貢の供をして来たもので、そのまま日本に住みついた身分の低い者だった。阿部は思わず男に抱きついた。
　「そうか、あるのか！金はいくらでも出す。なんとかそれを譲ってもらえないものだろうか」
. 男は、ニヤリとほくそえむ。阿部は有頂点になっていた。体は武骨で、勇気では大伴にも劣らないが、正直すぎる。相手は、早速彼の弱点をついてきた。
--- しかし、祖先からの家宝ですから、無理でしょうな。仮に手放すとしても、少しぐらいの金ではとても……。
　「金は出す。いくらでも払うから頼んでくれ。どうしも皮衣がいるのだ！」
. 結局今度新羅へ帰る船があったとき、王恵の許へ行って交渉してみましょうと、男は言った。戦となれば、文字どおり火の中、水の中、どこへでも突っ込んでいく。〈アンタほど皮衣が必要な人間はいない。これからも戦に命を賭けて、せいぜいがんばりな〉と、造麻呂のイヤミが聞こえてくる。
. 四月に新羅から朝貢の使者が来た。筑紫で歓待をうけた項那は、六月に帰ることになった。阿部は多額の金と王恵への手紙を男に託した。
. 藤原不比等の行動は迅速に行なわれた。〈持ちの皇子には、名前どおりに金銀財宝がお似合いだ〉と、造麻呂が考えたのは「銀の根に金の茎、真珠の実る樹」だ。ところが不比等は、そんなあるか無いか分からない物を捜すなどばかげたことだと、鋭敏な頭脳が判断していた。闇くもに船を出して伝説の蓬莱の山を求めたところで、見つかるかどうかさえ分らない。それに誰も本物を知らないのなら、偽物即本物ではないか。彼の方針は最初から決っていた。偽物を作る。ただそれだけだ。しかし、一つだけやっかいな問題がある。仮に偽物を一月で作れたとしても、直ぐに持って行く訳にもいかない。少くとも、半年くらいは時間を置かなければならない。その間に難題を成功するものが出ないとは限らない。
. 不比等は造麻呂の所から帰った翌日、急いで次々と手をうった。第一は、朝廷に病いと称して長期休暇をとった。次に他の四人の行動を探らせるため、各々人を放った。そして細工師を家に呼び入れ、密かに偽物作りにかかった。
. 大伴御行は、龍が凄むと聞く地方へ家来を派遣した。ここで遅れをとってはならない。〈ゴマすり野郎は、龍(天子)がしっかり抱えている玉が、さぞ羨ましいだろうよ 〉彼は家来を叱陀し、旅立たせた。
. 気の毒なのは、丹比嶋だった。〈石作りの皇子・・・か。〉造麻呂は考えこんだ。〈入手不可能で、石でできた物・・・〉思いついたのは、「仏の御石の鉢」である。それは、釈迦成道のおり四天王の奉った石鉢が天竺にあり、いまなお宝石のように光り輝いているという、雲を幾重にも越えた彼方の代物である。仮に天竺まで出かけ本物を目にしたとしても、成就は絶望的であった。嶋は高熱を出して寝こんでしまった。嶋は、早々と競争から脱落した。
. 造麻呂には、久しぶりに静かな日々が訪れた。彼は得意の絶頂だった。いまや、この国を左右させているのは、誰でもない自分なのだと思うと、自然に顔が緩んだ。造麻呂は、時々いまはもう耕すこともなくなった山の畑に行って、遠くに霞む宮殿を眺めた。そこでは現在政り事は行い得なかったし、彼はそこから多くの金銀をだまし取った。白き狼の体内は、勝利の充実感に溢れていた。
. やがて燕が黒い光りの筋をひいて飛び交い、更に梅雨に入った。造麻呂の耳に、物部が燕の巣を見張る櫓を家の中に組んだという噂は聞こえていたが、ひと月ふた月と経ってもそれ以上の話しはない。雷が鳴って梅雨の明けた日、彼は様子を伺いに人を遣った。夕刻に帰った男の話しを聞いて、彼も妻も大笑いした。
. 物部は、子安貝を得るために自ら籠に乗り、燕が尻尾をくるくると回すのを見計らって引き上げさせた。そして、確かにそれらしい平たいものをつかんだ。
　「あったぞ、降せ！」
. 叫んだ途端、縄が切れ彼は庭石の上へ陥ちた。したたかに体を打って気を失ったが、それでもつかんだものは放さなかった。家の中へかつぎこまれ。やがて正気を取り戻した彼は、しっかり握った手を開いてみた。それは、古いフンの塊りだった。失望のあまり物部は再び気を失った。それ以来床から起き上がれないままだ。
. 笑った後で、造麻呂は歌を贈ることを思いついた。近江以来久しい間歌を作ることもなかったので、小半日もかかって一首書き上げると物部のもとへ届けた。

年を経て浪たちよらぬ住の江の松かひなしと聞くはまことか

（ずいぶん長い間お立ち寄りではございませんが、これ以上待つかいはないと聞きました。本当でございましょうか）

. 使いは、物部の返歌を携えて帰った。

かひはかく有りけるものをわびはてて死ぬる命をすくひやはせぬ 

（いいえ、 甲斐〔貝〕はこうしてあなから手紙をいただいたとおりありましたのに、思い悩んで死んでいこうとする命を、どうして願いを叶えて救って下さいませんのか ）
. 一番有利な立場にいる物部が、先づ失脚したことは、朗報として他の四人の耳にはいった。その夜、藤原、大伴、阿部の各々の邸では、遅くまで酒盛りのどよめきと笑い声がつづいた。ただ丹比のみは、別段嬉しくもなかった。例え残りの三人が同様にしくじっても、自分の成功につながり得ない。物部の失敗を喜ぶ気にもなれず、聞き流した。
. 八月に入ると、大伴御行が侯補から落ちた。路銀を持たせて旅立たせたたちがいつまでも帰ってこないどころか、ことごとく家へかえったり、逃亡したという報告を受けて怒りくるった。
　一日、彼は
　「船を出せ！」
. と叫んだ。船といっても小船ではない。朝廷には訓練と届けて本朝最大の唐船で海へ出た。二日三日と槽ぎ出して行くにつれ、海はうねりを大きくしていった。
. 五日、天を一面の黒雲が覆い、大粒の雨が海面に落ちた。船は木の葉のように吹き流され、山のような波の頂きにあったかと思うと、次の瞬間には四面を高い水の壁がめぐる。稲妻が天を裂き、船は真横から真横へ揺れ、片時も動きを上めなかった。

是日より始めて三日のうち、雨ふる。大水あり。（十四日）大きに風ふきて木を折り屋を破る。
. 大型の台風とまともにぶつかってしまった。船頭たちは青くなって震え上り、泣きわめいた。が、大伴だけが元気がよかった。
　「いよいよ竜神が現われるぞ！」
. 太刀を抜き帆柱にしがみついた、ずぶぬれの御行の眼に、黒々とした龍が波の間を駆けめぐるのが見えた。御行の太刀は、確かに龍の腹を深く刺し抜いた。熱い血潮を浴びたと思ったとき、彼は真っ黒な海へ投げ出されていた。
. やがて意識を失ったまま船板に命をひろい、御行は明石の浜に打ち寄せられた。家へ運びこまれて静養しているうちに、逃げていた家人も帰ってきた。彼は憑き物がおちた気分だった 。
　「かぐや姫という奴、憎んでも余りある盗人のような奴だ！」
. 話しを聞いた造麻呂は、物部のときよりも喜んだ。〈どこまで悪運の強い奴だ。いっそ死んでしまえばよかったものを〉
. 最も憎む相手を死ぬほどの目に会わせたことは、造麻呂の溜飲を下げさせた。

. 翌天武十年、藤原不比等は細工師をせき立てていた。彼は邸に籠っていたが、情報だけは確かにつかんでいた。丹比は一向に動く気配がないからよかったが、阿部の皮衣が気にかかっていた。
. 阿部御主人は、既に三度新羅から手紙を受けていた。内容はどれも同じだった。金額が折り合わないので至急用立てていただきたい。三度目を送金するときは、流石に彼の手紙も焦りと憤りを表わしていた。そして、今度の四月高麗から出る船に託して、間違いなく送り届けるという知らせをうけた彼は、早速かぐや姫を迎え入れる準備にとりかかった。
. しかし、不比等の動勢が気にならなかった訳ではない。噂では、不比等は遠くの温泉に病気療養に出かけたという。この大事なときに、どこへ行ったのか？かぐや姫は既に諦めたのか、考えてみれば気にはなったが、本来物事を深く考えない阿部は、とにかく皮衣が手に入るのだからと安心していた。
.二月二十五日、全員に招集がかかった。朝堂には、親王諸王及び百官が揃った。病み上りの物部、それに劣らないくらい影の薄くなった丹比、更に額に大きな傷痕の残っている大伴と満面に笑を浮べた阿部も並んでいる。ただ一人、藤原不比等が欠けていた。
. 天武は、以前から念願であった律令の制定に本腰を入れこと発表した。

、今よりまたを定め、を改めむとおもふ。、ともに是の事を修めよ。然もにはかに是のみをになさば、欠くこと有らむ。人を分けて行ふべし。
. 更にこの日、草壁皇子を立てて皇太子とした。どちらも予想されたことで、皆ただ頭を下げて聞いていた。公事に関する発言が終ると、
　「不比等が居ないようだが、どうしたのか？」
. と天武は訊いた。丹比が、おずおずと答える。
　「は。病いのため筑紫の温泉にて療養いたしておりましたが、先日連絡がございました。体も回復してきましたので、近いうちに公務に戻れるようでございます。」
　「 おおそうだった。筑紫に行っておったのだな。あれにも今度の律令制定作業をさせようと思っているから、出来るだけ早く戻るように伝えてくれ。ところで・・・」
. と天武は，丹比の顔を見つめた。
　「嶋、そなたの方がよほど病人のような顔をしているが、どうしたのか。」
. 一同から失笑がもれた。
　「いいえ・・はっ・・ここ二三日風邪気味でございまして…。」
. 丹比は、しどろもどろに弁解した。その日は、
　「誰も体をいたわれ。」
. という天武の言葉で散会となった。不比等がいよいよ帰ってくる！それは阿部を不安にした。彼は、皮衣の到着をはらはらして待ちかねた。
. 四月。高麗の船が入った連絡と不比等が帰ったという噂を、阿部は同時に聞いた。彼は急いで馬を遣った。
. 二十日の昼下り、小倉山の麓の造麻呂の家へ、互いに先を争って二組の列が到着した。初夏の陽射しの中で、阿部の行列は燦然と輝いている。馬上の阿部は、これぞ貴公子といわんばかり着飾っていたし、姫を乗せるための牛車も赤青の糸を風になびかせている。しかし、目を引いたのは、むしろ不比等の方であった。不比等も供の者も、全て挨にまみれ、服装も旅仕度の粗末なものだった。慌てたのは造麻呂である。どうせどちらも難題を果せないだろう、タカをくくっていたのが、眼の前に二つの唐櫃が持ちこまれた。
　「 約束のもの確かに持参した。」
. 唐櫃の中には共に木箱が入っており、二つの蓋が同時にとられると、日を映えて金色に輝く樹と薄紫の毛皮が現われた。〈これが蓬莱の樹と火鼠の皮衣か！〉と目を見張った。二人はもう奥へ通ろうとしている。
　「ち、ちょっとお待ち下さい！お二人ご一緒では…どちらかに決めていただかないと……」
. 不比等と阿部は顔を見合わせた。
　「ふん」
. と不比等は横を向くと
「火鼠の皮衣などと、どうせ偽物に決っている。」
. 阿部の顔が紅潮した。
 「 なんだと！」
　押し問答の末、本物かどうか確かめようという事になり、庭に大きな木が組まれた。油を注いで火をかけると、音をたてて炎があがった。
　「さあ、早く！」
　不比等にせきたてられて、造麻呂は毛皮を取って立ち上った。毛皮は艶やかな光りを放っている。炎の前で造麻呂は躊躇したが、不比等は毛皮を取り上げると乱暴に火の中へ投げた。皮衣は難なく燃え上り、やがて灰になった。阿部は、その時初めてだまされたのを知った。ただ茫然と口を開けているばかりだった。不比等はそれを見て、高らかに笑った。造麻呂は溜息をつくと、部屋へさがった。やがて戻った彼は
　「姫の歌です」
　と、朗々と詠んだ。

　なごりなく燃ゆと知りせば皮衣思ひの外に置きて見ましを

（あとかたもなく燃える皮衣なら、火にかけることもなかったでしょうし、偽物を持ってくるような人を最初から想うこともなかったのですね）

　阿部は青くなっていた。一難は去ったが、造麻呂の立場は益々悪くなった。もう後には退けない。荒野を疾駆する狼から、元の臆病な老狐へと血が逆流するのを感じた。罠を仕掛けたつもりが、 いつの間にか立場が逆転し、彼は追いつめられていた。
　「とにもかくにも、姫にこれを見せましてから…」
　と不比等を説得し、彼は黄金の樹の入った箱を抱えて一時のがれた。奥では青くなった妻が泣き出さんばかりだった。
　「泣くな！」
　彼は怒鳴った。よほど彼の方が泣き喚きたい心境だった。黄金の樹は、それらしく鉢に植えてある。指で砂を堀り返えすと、白銀が細く根を張っている。枝には愛らしい真珠が、確かに実をつけていた。造麻呂は、鉢を斜めにしたり横から眺めたりした。〈これは本物なのだろうか？偽物ではないのか。そうだとすれば人間の作ったもの、必ずどこかに証拠になる所があるはずだ〉彼は眼が痛くなるほど見つめた。しかし、彼の期待した欠点はどこにも見当らなかった。
　枝には歌が添えてある。

いたづらに身はなしつとも玉の枝を手折らでただに帰らざらまし

　不比等の自信が溢れていた。造麻呂は白い頭を垂れ観念した。負けたのだと思った。調子に乗り過ぎたことを深く後悔した。首をくくるか、鎌で喉をかき切るか、思い悩みながら鉢を箱に戻そうとしたとき、箱の底に折りただんだ紙が目についた。紙を取り出して、まだ墨の香りの漂う文字を追っていくにつれ、彼の顔に血の色が射してきた。
　突如大声で、造麻呂は笑い出した。

　殿の御命により、私ども鋳物を業と為すものは、およそ一年御邸に籠もって黄金の樹の制作に没頭いたしました。技術的にも大変困難な仕事でございましたが、こうして成功いたしましたことは、私どもとしても喜びこの上もございません。家族とも一年もの間隔離された事情と、不可能を可能とした努力をも考慮下されて、報酬を一人当り銀銭百枚づついただきたくお願い申しあげます。殿のお情におすがりするより他に生きる道のない者の願いを何卒哀れに思し召し下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漢

　傍らで泣いていた妻は、驚いて彼を見つめ、 とうとう発狂したのだと思った。
　「 不比等め、利口なようでもぬけている。よほど慌てていたのだな」
　彼は手紙を妻にも見せて懐ろへしまい、鉢は元通り箱の中へ納めた。やがて一首ひねると、それも懐ろへ入れ素知らぬ顔で不比等の待つ部屋へ帰った。不比等の前へ座ると、彼は殊勝な表情で言った。
　「姫も大層喜んでおります。ただいま仕度をいたしおりますので、いま暫くお待ち下さい」
　不比等は満足そうに肯く。
　「ところで、蓬莱という伝説の山はどこにございましたか。さぞ、ご苦労されたことでしょうな」
　今度は、造麻呂が罠を仕掛ける番だ。
　「さよう…」
　と不比等は、語り始める。
　昨年二月十日、難波から船を漕ぎ出した。ある時は海は荒れ、ある時は飲み水さえ無くなった。遠々と続く不比等の奇想天外な話しを、造麻呂はいかにも感心したり驚いたりして聞いた。造麻呂は、ついに歌さえ詠んだ。

くれ竹のよよの竹取り野山にもさやはわびしきふしをのみ見し

（私のように竹を取っている代々の竹取りたちは、野山で苦労の多いことでございますが、それでもあなた様ほどつらい思いをした者は、おそらくございますまい）

　造麻呂は腕を組み、自分で自分の歌に肯く。
　「だが、その苦労も今日で終るのだ」
　成功を信じて疑わない不比等は、返歌を詠んだ。

わが袂けふ乾ければ佗しさの千草のかずも忘られぬべし
（海の潮と涙に濡れた袂も、姫に会う喜びで今日こそは乾いた。これで様々な艱難の辛さも忘れられるに違いない）

　「そうでしようとも」
　と、造麻呂は相槌をうってから、
　「ところで、箱の中にこんなものが入っておりました」
　懐ろから紙を出し、二人の間へ拡げた。不比等は怪訝な表情で読みはじめたが、みるみるうちに顔色が変っていった。更に、造麻呂は姫の返歌ですと、もう一枚を取り出す。

まことかと聞きて見つれば言の葉を飾れる玉の枝にぞありける

不比等は部屋を飛び出した。鋳物師たちを罵り叫んで、はだしのまま走り去った。
　阿部御主人・庫持の皇子、そろって失敗したという噂は、二日のうちに宮殿の内外に知れ渡った。残るは、丹比の嶋だけになった。あるいは、誰か一人だけでも最初から望みを放棄したまま残っていれば、丹比だつてその気にならなかったかもしれない。ところが、いまや幻の美女を手中に納め得るのは、彼一人になってしまった。突然丹比が元気づいたのも、無理からぬことだった。
　しかし、この一年彼はただくよくよと思い悩んでいただけで、何の手も打ってない。まして天竺へ出かけるなど、考えただけで、蚊のような体と心では眩いがする。彼はおよそ一ケ月間考えては溜息をつき、溜息をついては考えこんだ。夢の中にまでかぐや姫の姿が浮んだ。それに、彼にはゆっくり思案していられるほど時間がなかった。天武から、太宰府へ行けと、いつ命令されるか分らないからだ。飛鳥につぐ都、筑紫の太宰府の長官といえば、第二の天皇といっていいほどの要職だった。天武は、を任命していたが、六年に背任の疑いがあって突然屋垣を土佐へ流した。以来、筑紫太宰は空席のままになっていた。大陸に最も近いこの砦を、いつまでも放置しておく訳にはいかない。そして、侯補者の中で一番有力なのが、丹比であった。当然いつ命令が出ても不思議ではない。丹比は、いつでも九州へ行かれる用意をしておかなければならなかったし、そこに丹比の焦りがあった。七月に、彼は小さな箱を抱えて造麻呂の家を訪れた。

海山の道に心をつくし果て御石のはちの涙ながれき

（海山の道に精魂を尽し、血の涙が流れるほどの苦労をして、仏の御石の鉢を得てまいりました）

　と、差し出された箱の中には、造花を添えた鉢があった。造麻呂は別室へ退ってそれを検討したが、宝石のようにきらめいていると言われる「仏の御石の鉢」とは、およそ縁遠い代物だった。
　「どうもどこかで見たような石鉢だな」
　彼は、その鉢に見覚えがあった。縁の少し欠けた所から、記憶をたぐった。
　「そうだ。この間からどうも変だと思っていたが、奴の仕業だったのか」
　小倉山に、いまは僧のいない小さな山寺がある。竹を取っていた頃時々そこを訪ねていた。それがひと月ほど前に干飯を供えようとしたとき、いつもある鉢が見当らなかった。その時は、さほど気にも止めなかったのだが、いま彼の手にしている真黒な鉢は、確かに山寺にあったものだ。

おく露の光をだにぞ　やどさまし　小倉山にて何もとめけん

（話しと違って、露ほどの光りもないではないですか。この鉢のように暗い山で何をさがしてきたのですか）

　丹比は、すごすごと引きあげた。が、暫くすると供の者に歌を届けさせた。

しら山にあへば光のうするかと はちを捨ててもたのまるるかな

（きっと光り輝く姫に出会ったので、鉢の光りが溥れてしまったのだと思いますが、恥（鉢）を捨てても、私の願いが叶うよう、もう一度お願いします）

　 造麻呂は、女々しいやつだと破り捨て返歌も書かなかった。
　復讐の炎を燃やし、歴史という荒涼たる原野をかけた白銀の狼は目的を達した。少くとも、獲物に深い傷を負わせることはできた。しかし、これで終ったのだと思ったとき、なぜか喜びはわいてこなかった。むしろ、以前よりもっと荒れ果てた原野が、彼の前に広っている。
　彼は妻とさえ殆ど言葉を交わさないほど無口になった。薬の壺を握りしめ、いまはもう誰も訪ねてこない縁の端に出て、終日物思いにふけっているだけだった。 いよいよ彼は老けこんだ。

　…翁、今年は五十ばかりなりけれども、物思ふには、かた時になむ老になりにけると見ゆ。髪も白く、腰もかがまり、目もただれにけり……。
四 之 巻

　天武は秋の月をながめながら、女官の差しだす濁り酒をうけ、考え事をしているようだった。
　「どうも、この頃皆の様子がおかしいようだが、とくに石作りや庫持の態度は普通ではない。何か聞いておらぬか」
　と、中臣のふさ子に言った。女官たちの間から忍び笑いがもれる。ふさ子は、少し迷っているように見えたが、結局全てを話してしまった。聞き終った天武は、一しきり笑った後、黙ってしまった。無言で杯を運び、そして一人肯いていた。
　やがて、造麻呂が内裏に呼び出された。狂騒の夏は去り、天武十年は既に深い秋色の中にあった。

　「かぐや姫を参内させよ」
　天武の命令が下って、七日が過ぎていた。その間、造麻呂は昼は香久山の乙女の姿に心を慰め、夜は次第に満ちていく月に想いをかけた。彼の妻は、またも泣きわめいた。逃げよう、それ以外に助かる見込みはない。出来るだけの財産を馬につんで、東国へ、いや陸奥までも逃げようと、昼に夜に彼にくい下った。しかし、彼は動こうとはしなかった。逃げたければ、一人で逃げればいい。造麻呂は妻に取りあおうともしなかった。〈今度は逃げない！〉と燃え上る瞳が、遠く飛鳥の地を凝視したとき、彼の体を波動が伝い、辺りの風景が水ににじんだ絵のようにぼやけた。地震は急速に揺れを大きくしていく。〈例え命を失おうと、もう二度と逃げたりはしない！〉
　歪んだ風景の中で、造麻呂も大きく揺れていた。

　八月八日、中臣のふさ子が密かに造麻呂をおとずれた。
　「もう七日にもなるのに、今だに姫を参内させないとはどういう訳か」
　ふさ子は語気を荒げて詰寄る。
　おそれ多いことでございます。この姫は、私どもに出来た子供ではございません。むかし、山の中で見つけたもので、気性も世の人とは異っております。「 私は国王に従うつもりのないものですから、いっそひと思いに殺して下さい」などと言い張り、私どももほとほと手を焼いております。
　ふさ子も引きさがらなかった。半日造麻呂と議論したが、

宮仕へに出し立てば死ぬべし

という姫の言葉には、返す言葉が出なかった。
　「小錦下という雲上の位が惜しくはないのか」
　帰り際に、ふさ子は訊いた。造麻呂は、それには答えず一首書きつけると、ふさ子に渡した。

はふ　下にも年はへぬる身の　何かは玉のうてなをも見む
（葎の生い茂る家の下にも同じように年月は過ぎていきます。いまさらどうして立派な宮殿で暮したいなどと思うものでしょうか）

　ふさ子は、かぐや姫の返答として、その歌を天武に届けた。
　「なるほど、なかなか強情な姫だな」
　天武は、いかにも愉快そうに笑った。彼の意志に逆った初めての女は、彼を喜ばせた。
　一日毎に満ちていく月は、飛鳥の地も山も深い水の底へ沈めるように、静かに輝きを増していた。昼の間はともかく、夜になるとこれまでになかった感情が、彼を襲い始めた。〈疲れた・・・〉いわれのない疲労感が彼の体を包んでいた。全身におよぶ疲労は、彼から思考する気力を奪っていった。
　毎日月をながめて暮す造麻呂は、銀色の洪水が自分の胸をも少しづつ埋めていくのを感じていた。金銀も冠位も、何もかもが空しかった。そして、そんなものにあくせくしてきた自分の一生も空しかった。十日を過ぎた頃、彼の中へ満ちていた月の光りは、とうとう外へ溢れ出した。〈これと言った理由もなくこの世に生れ落ち、そして生きてきた。そのためには戦わなければならなかった。人に傷つけられ、人を傷つけなければならなかった。一体なんのために……〉両の眼から木の肌ような顔の上ヘ、光のしづくが流れはじめた。薬壺を抱きしめて、彼は泣いた。

　中臣のふさ子が再びやって来たのは、十二日だった。造麻呂はかしこまって訴えた。
　「前にも申し上げましたとおり、姫はこの世の人ではございません。本来は、別の美しい世界の人ですが、恐らくそこで何らかの罪をおつくりになったのでしょう。この不浄な世界へ生れ落とされたものです。姫が申しますには、その世界から十五日の夜お迎えが参るそうでございます」
　「それは、まことか？」
　「はい。どうして嘘など申し上げましょう。考えてみれば、もっともなことではございませんか。わたしどもにいたしましたところで、このような世界で生きていかなければならないのは、自分の知らない所で深い罪を犯しているからに相違ありません。そうでなくして、なぜこのように苦しい思いをしなければならないものでしょうか」
　造麻呂の膝に涙が落ちていた。
　ふさ子は驚いて、早速天武に進言した。
　八月十五日、造麻呂の家へ天武が誇る最強の軍が送られた。家の中はもちろん、屋根や塀の上にまで一寸の隙もなく、弓・刀・槍が針山のように光っている。庭に、造麻呂が昨夜のうちから用意しておいた酒の甕が十ばかり、高い香りを放っている。これで力をつけ、天人どもをやっつけて下さい、と彼は兵士に酒を勧めた。よく見れば、酒の色が普通の白でないことに誰もが気づいたに違いない。が、溥い緑色の酒をそれと見分けるには、既に闇が迫っていた。槍や刀を真赤に染めあげた夕日も落ち、ようやく大きな月が顔を出していた。
　前日、彼は妻にも内緒で、飛島の宮殿より更に南へ向った。表面に大小の長円形の凹みがあり、それ等を直線の溝で結んだ巨石を捜した。石の裏手に怪しげな家が数軒、木立ちの陰に隠れるようにある。彼はそこで多額の金を払って、緑色の液体がなみなみと入った、一抱えほどの甕を手に入れた。その液体は巨石で作られたものらしく、石の溝には同じ色がしみついていた。家へ持ち帰った彼は、それを酒の甕に流しこんだ。
　空の半分も占めるかと見えるほど大きな月が登った。彼は全員に酒を飲ませようと、刀や槍の間を動きまわった。いよいよ月が高くなリ一層輝きが強くなると、誰の目にも酒の利き目が現われたように見えた。兵士達の眼の光りは空ろになり、表情が緩慢になっている。
　〈よし、やるぞ。巧くいかなかったところで、命が亡くなるだけのことだ〉彼は決心すると、についだ酒を飲み干した。胸から下腹へかけて熱いものが生じた。ふうと大きな息をすると、家も兵士も遠くの山も、そして満月さえも揺れはじめ、様々な色に染まった。体は地を離れて浮き上っていくようだ。
　月の表面に一片の雲が走った。
　「きたぞ！！」
　と彼は思いきり大きな声で叫ぶ。兵士の間にどよめきがわいた。彼は叫び続ける。
　「天人の軍隊が降りてくるぞ！」
　焦点の定まらない兵土の眼に、満月よりも光り輝く天人の姿が映った。それでも、中に一人気丈夫な兵が弓を取った。震える手で矢をつがえ、霞む眼で狙いをつけて放ったが、矢は見当違いの方向へ弱々しく飛んで落ちた。〈話しに聞いていたとおりだ〉と宙に浮いた天人たちを見つめながら彼は思う。〈自分の見たいものが、見られるとは！〉
--- 造麻呂よ。
　鈴の音のような声が、彼を呼んだ。
--- 姫を出しなさい。
　彼は笑った。
　「姫？ …そんなもの最初からいませんよ」
　天人は彼の言葉を無視して、家の中へ声をかける。
--- 姫よ。出て来なさい。
　その時、塗籠を閉ざした鍵が自然に落ち、ぎぃーと、ゆっくり扉が開いた。彼は驚いて成り行きを見守る。塗籠の中から、天人にも劣らないほど美しい姿があらわれ、彼の前を通りぬけた。唐衣の絹の裳が羽根のようになびく姿を見たとき、造麻呂の驚きは頂点に達した。それは、十市の姿だった。
　「……姫！」

彼は、思わずその裾に取りすがろうとした。十市は振り返ると、優しい徴笑を浮べて彼を見つめた。
　「造麻呂よ、ありがとう。そなたのおかげでようやく天に昇ることができます。この後も、そなたの優しい気持ちは忘れません。ありがとう、造麻呂」
　彼の顔は、止めようもなく流れる涙で濡れている。
　「お願いでございます！私も、私も、一緒に連れていって下さい！お願いでございます！私も、私も！」
　彼は泣き叫び懇願した。十市は、悲しげに首を振りながら、少しづつ高みへと昇っていく。泣きわめく造麻呂の耳に、涼しい歌声がふりそそぐ。

今はとて天の羽衣きるおりぞ君をあはれと思ひいでける
声が消えたとき、十市の姿も満月の中へかき消すように消えた。後には、ただ無心に光る満月だけが残った。
　翌日狐にでもだまされたような顔で、兵士達が帰った。造麻呂は、薬の壷に姫の歌を添えて天武に届けた。天武は壷を見て驚いた。それは、天武が大海人と名のっていたころのことを思い出させ、天武に様々な疑問を抱かせたが、それ以上の穿さくは無かった。
　後日、天武から歌が贈られた。

逢ふことも涙にうかぶ我身には死なぬくすりも何にかはせむ

（かぐや姫は、わが娘であったのか？・・・ほんとうに辛く苦しい思いをさせたうえ、死にまで追いやったのは、このわたしだ。許せよ、十市、許してくれ）

　玉座にある人にさえ悲しみはあるものだと、造麻呂は思った。そう感じたとき、彼の体内に燃えていた火は完全に消滅した。ただ、あの光り溢れる近江の湖が無性に恋しくなった。
　数日後、彼は近江へ向った。それは、最期を悟った獣が、がむしゃらに死に場所へ進むのに似ていた。曲った腰に自ら鞭打って、彼は遥かな過去の時へ突き進んだ。
　湖だけは、昔と少しも変わらなかった。静かな水面の小波を見つめていると、あれから十年以上も過ぎたことが嘘のように思われる。佇んでいると、風の中に楽の音が流れてきた。楽人や女官たちを乗せた船が、明い日射しの中を滑っていく………。
　波打ち際に、やはり同じように水面を見つめている若い男があった。互いに何となく言葉を交した。造麻呂は、男の眼を見たとき随分悲しい眼だと思った。

近江の海夕波干鳥汝が鳴けば心もしぬにへ思ほゆ

若い男は歌った。
　造麻呂は、男が去った後いつまでもそこに残って、歌をくり返した。〈心もしおれ、遠いむかしが懐かしい…〉繰り返していると、体の奥にすこしづつ固まっていくものがあった。絶え間ない波の音が、風のリズムが、男の歌声が、間もなく消えんとする日の光りが・・・塊をゆっくりと揺すり、さらにしっかり固めていく・・・〈出家しよう〉屋敷も財宝も妻にやって、この湖の見えるところに方丈を結び、ついの棲み家としよう・・・。
　いよいよ闇の迫る湖に、千鳥の鳴き声が渡っていった。

五之巻断片

天武天皇の崩御の年（六八六）、小さな山寺で年老いた僧が筆を執った。目が霞むらしく、時々濡らした布で拭きなでながら、時には、怒った顔で、またおかしそうに一人笑いしながら、もうなん日も何か書き、書いては消す作業を続けている。

いまは昔、竹取の翁といふもの有りけり。野山にまじりて竹を取りつゝよろづのことに使ひけり。名をば造麻呂となむいひける。その竹の中に、もと光る竹なむ一筋ありける。あやしがりて寄りて見るに、筒の中光りたり。それを見れば、三寸ばかりなる人いとうつくしうてゐたり・・・
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本を読むと、ちょっと一言いいたくなりませんか？ (:>)

(:0)　言いましょう！


ご感想メールをお送りください。

今後の参考やエネルギーにさせていただきます。（編集部）


「はっくつ文庫」トップへ


ここは文末です。

............................ＤＢＬ（埋蔵文学発掘）会

